
　

か
つ
て
心
疾
患
は
、
手
術
後
は
安
静

第
一
の
考
え
か
ら
入
院
期
間
が
長
期
化
、

社
会
復
帰
が
遅
れ
が
ち
だ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
医
療
の
進
歩
で
術
後
の
リ
ハ
ビ
リ

の
必
要
性
が
唱
え
ら
れ
、
２
０
０
０

年
頃
に
な
る
と
「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
指
導
士
」
の
認
定
資
格
が
登
場
、

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

特
に
近
年
は
心
不
全
の
患
者
が
急
増

し
、〝
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
〟
と
言

わ
れ
る
中
で
高
齢
で
複
合
疾
患
を
有
す

る
患
者
に
も
対
応
で
き
る
専
門
的
な
心

臓
リ
ハ
ビ
リ
が
欠
か
せ
な
い
。

　

そ
の
た
め
同
院
で
は
今
年
度
か
ら
循

環
器
の
専
門
医
と
連
携
し
、
外
来
で
の

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
を
強
化
す
る
た
め
、
心

臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
医
の
伊

達
歩
医
師
が
着
任
し
た
。

　

ま
た
在

宅
で
の
自

己
管
理
の

徹
底
の
た

め
に
、
今

後
は
地
域

の
病
院
や
介
護
予
防
事
業

所
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
な
ど

多
様
な
施
設
と
連
携
を
強

化
し
、
症
例
検
討
会
や
勉
強
会
を
行
い

な
が
ら
、
患
者
の
状
態
に
合
わ
せ
て
適

切
な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

 

「
患
者
様
が
〝
自
分
の
や
り
た
い
こ
と

が
出
来
る
生
活
〟
を
続
け
る
た
め
に
、

入
院
・
外
来
は
も
と
よ
り
、
在
宅
で
の

自
己
管
理
に
至
る
ま
で
、
患
者
様
を
支

援
し
て
い
き
た
い
」
と
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
技
術
室
の
渡
邉
高
行
主
任

（
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士
）。

　

外
来
の
心
臓

リ
ハ
ビ
リ
も
今

年
度
か
ら
月
～

金
の
体
制
に
充

実
さ
せ
た
。
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▲渡邉高行主任

「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」の
過
中

「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」の
体
制
を
強
化


